
昭和 33年 10月 (1858）〕 503 

大平肺吸虫感染犬糞便の E.P.G.および

E.P.D.検査に関する研究

富村保小野忠相荒川崎

大阪府立大学農学部獣医学科病理学教室（指導 一色於菟四郎教授）

（昭和 33年 2月21日受領）

緒言

人畜が肺吸虫に感染しているか否かを診断する方法と

して，曙疲検査法（主として人〉，糞便検査法（人畜〉，

皮内反応などが普通に用いられ，あるいは将来用いられ

ようとしている。後者は成熟虫体保有宿主は勿論，未排

卵虫体保有宿主を検索するのに意味があり，曜疾 ・糞便

の両検査法は卵を証明して宿主が成熟虫体を保有すると

とを確認する最良の手段であるととは論ずるまでもな

し、。

しかし従来，肺吸虫に感染している動物の排卵状況と

肺臓における虫嚢の発生分布，あるいは寄生虫数との関

係などを詳細に、追究した成績が見当らない。 これらの問

題は，虫体の生物学的性質を知悉する上に，宿主の感染

程度を 把握して本症の経過を察知 し，更に治療効果を

判定する上に，極めて重要な意味をもつものであると思

う。

文献に従えば，横川 〈定〉 ・虚 （1939）は「肺吸虫感

染犬の糞便内虫卵数から，その感染程度，あるいは治療

薬品の効果を判定するととは困難である」 と述べ， ま

た，横川 （宗）(1955）はケリコッ ト肺吸虫 Paragoni-

mus kellicotti 感染猫につきメタセルカリ ア試食後約 3

カ月白から23日聞に亘り，糞便の E.P.G.及び E.P.D.

を検査した結果， 「排出される虫卵の変動は相当に激し

し連続的に検定を試みても，その変動に一定の傾向が

あるとは認められない」 と報告している。

今回，筆者らは大平肺吸虫 Paragonz・musohiraz Mi-

yazaki, 1939，小型大平肺吸虫 P.iloktsuenensis Chen, 
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1940，ウェステルマン肺吸虫 P.western仰 iiiKerbert, 

1878，のメタセルカリアを投与し，夫々の肺吸虫に感染

せしめた犬，計7頭〈他に対照として猫 1顕〉を作り ，主

として排卵開始後1カ月聞における排卵状況を E.P.G.

及び E.P.D.検査によって検討し，併せて宿主を剖検し

て肺臓における虫嚢の発生分布，虫嚢の性質〈気管支と

の交通性及び非交通性〉を検索し，それらの相互関係を

追究した結果，糞便内排卵数はかなりの変動を示すが，そ

の変動にも略一定した週期性のあることが認められ，且

つJ排卵数と肺臓における虫嚢数，虫数ならびに虫嚢の

性質などの聞にも し 3の興味ある知見が得られたの

で，その成績の概要を報告する。なお長期間に亘る検査

は後日， 改めて行いたいと思っている。

材料と方法

実験に供した肺吸虫は P.ohirai（以下 P.o.と略記〉，

P. iwktsuenensis （以下 P.i.と略記〉および P.wester-

manii （以下 P.w.と略記〉の 3種である。 P.o.のメタ

セルカリア 〈以下 meと略記〉は兵庫県円山川産のクロ

ベンケイ，P.i.の meは大阪府新淀川産のクロベンケ

イ，P.w.の meは高知県四万十川産のモクズカニから

得たものを用いた。 P.o.と P.i.の meは好寄生部位で

ある肝臓から，P.w.の meは鯨から夫々法の如く分離

し生理的食塩水中に入れ，その一定数を乳頭付毛細ピベ

ットを用い実験動物の口腔内に奥深く注入した。なお，

P.i.犬の1頭においては肝臓どと試食せしめた。

用いた動物は P.o.犬4頭，同猫1頭，P.i.犬 2頭，

P.w.犬1頭の計8頭てある。試食動物の糞便は毎日そ

の全量を採取し，秤量した。

E.P.G.の算定には主として Stoll氏の変法を用い，

時にのぞみ更に長野氏姻虫卵集卵法を併用した。後者は

排卵の有無の発見と Stoll氏の変法による E.P.G.検査

が困難（排卵の初期〉であるときに用いた。
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長野氏の畑虫卵集卵法は， 2 gの糞便を試験管にとり

約50ccの水を加えて泥状となし細目の金網にて櫨過した

後，溜液は硝子円壌に受け，数回水洗沈澱を行った。つ

いて沈涯を時計血（直径 18cm）に移し，ピペットを用

いてよく水洗した後，最後の沈涯を少量の水と来に載物

硝子上に取り，蓋硝子をかけて鏡検し全視野の虫卵数を

計算した。そうして，それを 1gに換算し E.P.G.とし

て表はした。

Stoll氏の変法は糞便を.2 g秤量し，水を加え細目の

金網にて櫨過し，その漉液を沈澱管に受け遠心沈澱 (1

分間1,000～1,500回転8牙〉を行い，沈澄を大試験管

に移し，飽和食塩水を加えて全量を50ccとなした後，ゴ

ム栓を施して約 100回振還した。かくして後，ただちに

乳頭、付ピペットて試験管の中心部から食塩水 0.5ccを吸

引い 5枚の載物硝子上にその 0.lCC宛を滴下し，蓋硝

子（24×24mm）て覆い，鏡下に全視野の虫卵数を計算

した。仁の操作を 3回繰返し，平均値を求め，それを50

イ音して E.P.G.とした。

糞便検査は従来の知見並びに筆者らの経験に基いて試

験動物の糞便内排卵開始前10日目頃より行い， E.P.G. 

検査は排卵開始日から 1カ月間に亘って行った。しかし

ながら， P.i.犬 No.2 （前記 1カ月聞の検査を行わず〉

及び P.w.犬 No.1においては更に第2回自の検査を行

った。その検査期間は，前者は me試食後 240日目から

30日間，後者は同じく 173日目から16日間である。

試験動物中，本症特有の重篤な症状を示して箆死した

ものは箆死後た立ちに，その他のものは検査終了後，ク

ロロホルム麻酔にて致死剖検した。臓器はすべて原液10

倍稀釈のホルマリン水て固定した。

肺臓における虫嚢の観察に際しては，各葉における虫

〔寄生虫学雑誌、・第 7巻・第 5号

表数及び各虫嚢内の虫数，気管支との交通性虫嚢数およ

び含有虫数などを調べた。気管支との交通性あるいは非

交通性についての判定には虫装を切開し，嚢中の虫体を

取り出し，先ず肉眼的に虫嚢内壁を詳細に観察し，更に

虫嚢周囲の組織を安全剃万て厚さ l～2mmに細切し

て，気管支との交通状況を検査した。かくて小気管支を

見出した場合には気管支内に細い鉄線を通して虫嚢との

交通状況を追究した。

検査成績

本観察に用いた肺吸虫の種類，実験動物，試食 me数少

me試食後の排卵開始日数， me試食後剖検までの日数，

虫体の介在部位および感染比率などを一括して示せば第

1表の通りである。

(1）排卵開始日数ならびに 1週間以内における排卵

状況

排卵開始日数：第1表に示すように me試食後糞便内

に最初に卵が認められた日は P.o.犬 No.l～4におい

て35～38日目，同猫 No.1, 41日目， P.i.犬 No.1, 39 

日目および P.w.犬 No.1, 63日目であった。

1週間以内における排卵状況：各動物における排卵開

始日より 7日目に至る E.P.G.と E.P.D.の値は第2表

に示す通りであり，増減を示しつつ漸増している。

(2）排卵開始後1カ月間における排卵状況

各動物の排卵開始後1カ月聞における排卵状況を各動

物別に概観すれば第1図及び第2図の通りである。

i) 各動物におげる E.P.G.の消長

P.o.犬 No.1てはその E.P.G.（第 l図の 1）が排卵

開始後l～12日の期聞には2,000以下であり，概して少

いが， 13日目からや〉目立って多くなり約6,000に達し

第 1表実験動物と実験経過

動 物 ロlCの 試食 試食後排試食後 虫体の
感染率介在部位虫の種

年（歳齢） 体鐸苑時の
卵開始ま 剖検まで

番号 性 品種 重（kg）試食年月日 me数での日数の日数 肺その他 (%) 

P.o. 犬 No.1 ♀ 1.5 （雑） 6.0 1956.5. 9 100 38 64 92 5 97 
P.o. 犬 No.2 0 2.0 (11) 5.7 II 9.17 100 35 81 64 2 66 
P.O. 犬 No.3 0 成犬 （II) 9.7 1957.6.28 50 36 120 41 。 82 
P.o. 犬 No.4 ♀ II (II) 7.9 II 6.27 100 35 96 62 1 63 

P.o. 猫 No.1 0 2.0 (11) 1.8 1956.8.10 125 41 99 39 。 31 
P.t. 犬 No.1 ♀ 成犬 （／／） 5.6 1957.5.29 12 39 120 2 。 17 
P.i. 犬 No.2 ♀ II （／／） 3.5 1956.1.14 343 11 。
P.w. 犬 No.1 0 II 〔II) 3.9 II 12. 7 27 63 267 6 2 30 

me. メタセ Jレカリア

( 56 ) 
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排卵開始後7日目までの排卵数第 2表
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する 日数（曲線において谷から山頂をとえて次の谷に至

る日数〉 はし 5日（第 l図の1における記号×～×〉

であり，略一定した週期性を示している。筆者らはこ〉

においてとれを「排卵の週期性jと仮称し，以下云うと

とろの週期性とはか〉ることを意味する。

） は長野氏法による

た。そしてその後減少し，ついて16日自には略同 じ値に

まで増加した。図て見られる通り値の増減は激しく ，特

に21日自には著しく増加し以後更に激しい増減を繰返し

た。なお P.o.犬 No.lの E.P.G.の消長はや 〉目立つ

て値が増加しはりめた13日目から以後， 1回の増減に要
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排卵開始後 1カ月間の E.P.G.の消長

2. P.o.犬 No.2および P.o.猫 No.1の E.P.G.

4. P.i.犬 No.1および P.w.犬 No.1の E.P.G.

第 1図

P.o.犬 No.1の E.P.G.

P.o.犬 No.3および P.o.犬 No.4の E.P.G.

1. 

3. 
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た値の増加を示し，以後は 5日聞を週期とする増減を繰

返した。

P.i.犬 No.1の E.P.G.（第1図の 4)は13日目まで

著変なく経過し15日自には目立った値の増加があり，つ

いて20日目からは高い値を維持しつ〉増減を繰返した。

P.w.犬 No.1の E.P.G.（同図〉は 9日目まで著変な

く経過し， 10日目から以後はし 5日の週期をもって増

減を繰返した。その間， 20日自の増加が特に大きかっ

た。なお，27日自には 0であったが長野氏法を行ったと

ころ少数の卵が証明された。

以上各例における E.P.G.の消長を通覧比較するに，

P.a.犬と P.a.猫ては大体12日目頃， 17日目頃に夫々目

立った値の増加があり，ついて、21日目あるいは23日自に

値の激増がみられ，以後3,4,5日の週期をもって増減

を繰返している。叉， P.i.犬と P.w.犬ては 3週間目頃
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P.a.犬 No.2, P.a.猫 No.1の E.P.G.（第 l図の 2)

の消長は図の通りであり，両者においてその傾向が極め

てよく似ている。即Z，共に E.P.G.は排卵開始12日日

頃までは漸次増加し以後両者共多少の動揺を示して消

長し， 18日目からや〉目立って値の増加が始まっている。

そうして，上述した P.a.犬 No.1と同様， 21日自には

著しく値が増加し以後激しい増減を繰返している。 18日

目以後の値の増減の週期は 3' 4日である。

P.a.犬 No.3の E.P.G.（第 1図の 3）は12日固まで

漸増し，以後増減に著変なく，ついて17日目，21日目， 23

日目には 3'4日を週期とする増減を示し，特に23日日

の増加が著しい。 24日目以後数日間は値に著変がなく，

31日自にはそれまでの最高値の 7倍に達している。

P.a.犬 No.4の E.P.G.（同図〉は13日目まて、漸増し，

以後数日聞は著変なく経過した。ついてお日自に目立つ
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P.a.犬 No.1の E.P.D.

P.a.犬 No.4および P.a.猫 No.1の E.P.D.
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7. 
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までに，やはりし 2固め増加があり， 3週間自に至り

両者共値の増加を示している。しかし以後 P.w.犬ては

P.i.犬に比して高い値が保たれていない傾向がある。

結局，各例における著しい共通点は， 8週間自に至

って目立った値の増加がみられるということと，排卵に

週期性があるというととである。しかも，とのことは試

食 me数の多少とは関係がないようである。

ii) 各動物における E.P.D.の消長

E.P.D.の値の消長は P.o.犬 No.1（第2図の 5）て

は10日自にや〉目立った増加を示し，ついて、減少した。

その後17日固まで漸増し，21日目からの 4日間以外は著

しい増減を繰返した。本例は後述する各例とは異った消

長を示している。

P.o.犬 No.2, 3 （第2図の 6), P.o.犬 No.4，同

猫 No.1（第2図の 7)の各例ては，何れも 3週間日頃

までは途中 1, 2回のや〉目立った増加があり ，3週間

自に至ると極めて著しい値の増加を示す傾向がみられ

る。そうして，それ以後，E.P.G.の場合と同様 3,4～

4,5日の週期を以って増減を示している。

P.i.犬 No.l, P.w.犬 No.l （第2図の s)vc':＿おい

ても，P.o.犬 No.1を除く各例と略同様の傾向がみら

れた。なお，P.o.犬 No.2 （第 1図の 2および第2図の

6）ては検査の不備〈糞便の量の不明〉により E.P.D.の

わからない日が 6日〈図において・印〉，排便のない日が

1日〈図においてO印〉あった。叉 P.o.犬 No.4 （第

1図の 3及び第2図の 7)ては排便のない日が 7日（図

においてO印〉あった。 E.P.D.の不明な日はともかく

として，排便のない日の翌日は E.P.Dの値が増すとと

今
4
4
4

a
o
s
 

N
N
t
 

大
河
P

九
九
L

、.！＞

~·「O

Lよj

を000ト

lOUOト

l ノ

l , 10 .. 2<> 

検量 閉 柑lln 住 I且自殺

507 

は当然であらう。

( 3) me試食後 173日及び 240日を経過した P.w.

犬と P.i.犬の E.P.G.ならびに E.P.D.の消長

前回の実験ては E.P.G.と E.P.D.の消長の観察が何

れも 1カ月て終っており ，爾後の消長がわからないので

me試食後排卵し，更に長期間を経た P.w.犬 No.1と

P.i.犬 No.2の2例につき， 参考のため筆者らの重視す

る週期性の有無を観察した。

図に示すように，各例における E.P.G.（第 8図の 9)

とE.P.D.（第 3図の10）は共に略一定した 3' 4～4' 

5日の適期を示す値の増加が認められる。 P.o.犬につ

いての成績を欠くが，恐らぐ P.o.犬においても同様の

傾向を示すものと推定される。なお，第 3図の 9及び10

においてO印は糞便のない日を示している。

c 4)肺臓における虫嚢の牙布ならびに虫嚢内虫数と

気管支交通性虫嚢との関係

各実験例における E.P.G.と E.P.D.の消長を論ずる

に当り ，それと関述した重要事項は肺臓における 虫嚢

の牙布，虫嚢の性質即ち気管支交通性てあるか，気管支

非交通性てあるかという問題である。か〉る意味からと

〉に木問題についての観察を行った。

i) 肺臓における虫嚢の牙布と虫数

肺臓における虫嚢の牙布と虫数を観察した成紡は第3

表に示す通りである。表示の通り P.o.犬 No.1～4て

は虫嚢数 24～48，虫数 41～92,P.o.猫 No.lては虫嚢

数 20，虫数 39,P.i.犬 No.1, 2ては虫嚢数 1～8'

虫数 2～11, P.w.犬 No.1ては虫嚢数 5'虫数 6であ

る。

一一九六憎2
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第 3図 me試食後 173日および 240日を経過した P.w.犬 と P.ι犬。 E.P.G.ならびに E.P.D.の消長

9. P.え犬 No.2および P.w.犬 No.1の E.P.G. 10. P.i.犬 No.2および P.w.犬 No.2の E.P.D.
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肺臓における虫嚢の分布扶況第 3表

計総
肺

虫 数嚢

右肺

虫事票数

尖心横；J、計

左

物動

虫数

92 

64 

41 

62 

259 

虫袈数

48 

40 

24 

30 

142 

虫数

一

庁

J
R
U

円。
Q
U
A吐

一
に
U
F
h
d
q
O
Aせ

n
U

q
L
 

小計

6 36 

9 35 

12 19 

7 23 

34 113 

中横

12 25 13 9 8 

5 8 51110 

5 8 1 3 3 

7 14 8 4 4 

29 55 27 27 25 

lli、尖

虫数

円

L

q

L

d住
民

u
q
o

司

E
A

F
h
d
τ
i
1
i
噌

i
n
δ

5

2

0

1

8

 

犬 No.1

犬 No.2

犬 No.3

犬 No.4

計

P.o. 
P.o. 
Po 

P.o. 

小

39 

2 

11 

6 

317 

20 

1 

8 

5 

176 

23 

2 

6 

2 

237 

12 

1 

3 

1 

130 

1
i
1
i
n
u
n
U
F
O
 

Q
U
 

8

0

0

0
お

1

0

1

1

m

 

q
L
A
U
円

L
n
U
1
iqu 

n
b
0
5
8笹
口

リ

噌

土

口

δ

8

0

5

4

6

 

4
4
A
 

6

0

4

2
お

内

u
n
U
A
U
1
i
n
u
d

2

0

1

1

2

 

唱

i

司

i
1
i
内

L

守

i

O

O

O

O

 

M山

N

M

叶

M
山

i

猫

犬

犬

犬

n
h

・’h

・a・－h
M

九
総

p
p
p
p
 

の虫嚢数はや〉多かったが，尖葉 ・心葉の虫霊員数は共に

少なかった。

ii) 気管支交通性虫嚢の数

従来，肺吸虫の寄生により，肺臓に形成される虫嚢の

性質はその組織所見に基いて，気管支拡張性と軟化嚢性

とに 2大別されている。 ζ 〉においては，固定臓器に認

められた個々の虫嚢を研究方法の条下て述べたように，

肉眼的に虫嚢の気管支との交通性の有無を出来得る限り

注志深く観察し，その性質を仮りに「気管支交通性虫嚢j

と「非気管支交通性虫嚢Jの2型にわけで観察した。本

性質の追索は E.P.D.の値を虫数と共に論じ，更に排卵

数により感染程度を推知するのに重要であることは論ず

るまでもない。

気管支交通性虫嚢：肉眼的に虫嚢と気管支との交通性

が確認されたもので，生前卵が気管支内に排出されてい

たとみるべき性質のものをきす。

非気管支交通性虫嚢 ：肉眼的に虫嚢と気管支との交通

が確認できなかったもので，生前卵が気管支内へ排出き

れないか，あるいは仮令排出されていたとしても，極め

て少かったと認められるものを意味する。

第 4図は肺臓各葉における虫嚢の発生分布と気管支交

通性虫嚢ならびに非気管支交通性虫嚢との関係を示した

ものである。第4図において，気管支交通性虫嚢の占め

る比率は P.o.犬 No.1ては41.7%,P.o.犬 No.2 40 %, 

P.o.犬 No.3 41. 7%, P.o.犬 No.4 33.3%, P.o.猫

No. 1 40 %, P.i.犬 No.1 100%, P.i.犬 No.2 50% 

P.w.犬 No.1 20%である。即ち P.o.感染動物ては犬

右肺における中間葉は横隔膜葉に附属する葉である

以上の所見を通覧すると虫鑑数が多い程，虫数の多い

傾向がある。つぎに各例の左右の肺葉別に虫嚢の牙布状

況を見ると第 3表及び第d図でみられる通り， P.o.犬て

は何れも虫嚢は左肺に比し右肺に多い。そこで各例を通

算しこれを百佼比て表わすと，右肺の虫嚢数が平均79.6

%，左肺の虫嚢数が平均20.4%であり，右肺は肺臓にお

ける虫嚢中 g割の虫嚢を有しているととが認められる。

叉 P.o.猫でも右肺60%，左肺40%であり，右肺に虫垂

が多かった。 P.i.犬及び P.w.犬ては虫嚢数が少いので

左右の葉別の虫嚢数を百分比て、なく，個数で以って表は

せば，P.i.犬ては No.1において右肺に し左肺に 0,

P.i.犬 No.2において右肺3，左肺 5,P.w.犬におい

て右肺l，左肺4てあり ，P.え犬 No.2, P.w.犬 No.

1ては右肺に比して左肺の虫嚢数が多かった。

以上，肺吸虫感染動物の 8例中 6例において右肺に虫

－嚢数が多かった。このような傾向がみられる理由とし

て，犬及び猫ては右肺が 4葉，左肺が 3葉であることが

一応考えられる。しかし右肺に虫蜜が多かった症例にお

いて，中間葉の虫嚢数を除外しでも，P.o.犬右肺70.8

%，左肺29.2%,P.o.猫右肺 57.9%，左肺42.1%とな

り，依然として右肺に虫嚢数が多く，特に P.o.犬ては

右肺は左肺の 2倍以上の虫墜を有している。

つぎに尖葉・心葉・横断膜葉・中間葉の各葉別の虫裳

の多寡を例数の多い P.o.犬についてみると，第 8表及

び第4図に示すように，中間葉の虫嚢数が最も多く，左

肺の各葉の全虫嚢数よりも多い。右肺ては中間葉以外の

ー各葉の虫嚢数は略同じである。つぎに左肺ては横隔膜葉

( 60 ) 
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つぎに，尖葉 ・心葉 ・横隔膜葉・中間葉の各葉別に気

管支交通性虫嚢の牙布を例数の多い P.a.犬について見

ると，尖葉に17c右13，左 4), ）~＇＼葉に12 c右 9，左 3), 

横隔膜葉に18c右15，左 3），中間葉に 9である。そこで

虫嚢中，気管支交通性虫嚢の占める比率を百分率て表は

すと，尖葉ては48.6% (6"47%，左50%),IL＇葉て、は剖 .3

%〈右33.3%，左37.5%），横隔膜葉ては47.6%（右60%,

左23.1%），中間葉ては26.5%となり，尖葉と横隔膜葉て

は気管支交通性虫嚢の占める比率が略同じであり，最も

高い。なお，中間葉は前項て述べたように各葉中，最も

虫嚢数が多かったが，気管支交通性虫農の占める比率は

最もひくかった。

日 (i固政｝

(1958）〕昭和 33年 10月

H~tタ） 12 

左目市

虫嚢内虫数と気管支交通性虫嚢との関係

第 4表に示す通り，虫嚢内虫数は各例共 1嚢内 2虫が

最も多く ，ついて 1嚢内 l虫， 1嚢内 3虫， l嚢内 O虫

l嚢内 4虫のJ顕であった。

12 

今，例数の多い P.a.犬について， 1嚢内虫数と気管

支交通性虫嚢との関係をみると， 1嚢内 0虫の虫嚢は 5

コあって，その中，気管支交通性虫嚢は 3c以下括弧内

は気管支交通性虫嚢の数を意味する〉， 1嚢内1虫は27

(13), 1嚢内 2虫は99(36),l嚢内 8虫は10c 3 ), 1嚢

内4虫は 1(1）であり，虫嚢中，気管支交通性虫嚢の

占める比率は 0虫の虫嚢において60%, 1虫の虫嚢にお

いて48.1%, 2虫の虫嚢て36.4%,3虫の虫嚢で33.3%,

4虫の虫嚢て、 100%となり， l嚢内4虫の虫嚢を除くと，

1嚢内の虫数が少い虫嚢程，気管支交通性虫嚢の多い傾

向が認められる。

・・・・・ 気管支交:i!·~生虫~ ＝コ ＃気管主交通性虫... 

A. L，米議 Cl.,J＼！！竃 良L，精踊日要貫 工L，中間車

No.4を除く他の 4例は， 気管支交通性虫嚢が夫々の肺

臓にみられる虫嚢の40～42%を占めている。

一方， P.i.犬 No.1, 2および P.w.犬 No.1ては

夫々の比率に差がみられるが，とれは虫嚢数が少いこと

にもよるのであらう。

,1~~ ~コ ’ 右日市

耳目~
~11.邑一一
~.~（§！ご
~.；；ιー
IJ 
~3 
~ ~t ト

第 4図 肺臓における虫護の分布と気管支と

の交通状況

虫嚢内虫数と気管支交通性虫嚢との関係第 4表
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c 5）試食 me数及び肺臓における虫数と排卵数との

関係

本項においては，表記の問題について述べ，更に肺吸

虫に感染した動物の糞便内の卵数により，その感染程度

が推定出来るか否かを考察してみたいと思う。

i) P.o.感染犬

a. E.P.G., E.P.D.の値と試食 me数との関係

E.P.G.の平均値（以下，値は何れも検査期間即：；排卵

関始第 1日目から 1ヵ月間の平均値である。〉は第5表

の通り， P.o.犬 No.2～ 4ては 659～956て、あるが，

P.o.犬 No.Iては著しく高く 4,118である。叉 E.P.D.

の値は E.P.G.の場合と同様に P.a.犬 No.1ては著しく

高く 449,754に達している。しかし，他の 3例は80,702

～ 90,420である。つぎに E.P.G.及び E.P.D.の値と

試食 me数との関係をみると第 5表のj＠り，P.o.犬 No.

3は試食 me数が他の 3伊ilのI/2てあるにもか〉わらず，

E.P.G.及び E.P.D.の値は P.o.犬 No.Iを除く他の2

例と殆んど同等であって，試食 me数と排卵数との聞に

は必ずしも平行関係がみられない。

b. E.P.D.の値と肺臓における虫数との関係

第 5表の通り，肺臓における虫数は P.o.犬において

41～92である。 虫体1隻当りの E.P.D.の値は P.a.犬

No.1において4,889であったが，他の 3例においては

1,507～2,071であった。なお，P.a.犬 No.1はE.P.

D.の値が著しく高かったが，との理由に関しては不明で

ある。しかしとれには季節〈検査期聞が夏でも特に暑い

時期であった〉，寄生虫数〈極めて多い〉が関係するかも

知れない。

つぎに，肺臓における虫数の中，気管支交通性虫嚢内

の虫数は P.o.犬 No.1において36であったが，他の 3

例は20, 21であり，この 3例は殆んど同数である。との

虫体1隻当りのEp Dの値は P.o.犬 No.1ては著しく

〔寄生虫学雑誌 ・第 7巻 ・第 5号

高く 12,493であったが他の 3例は，3,843～4,306で

ある。

なお， ~E.P.G. の値についても 上述の検索をなすべき

であるが，値が小さく意義が薄いので省略する。つぎに

肺臓における虫嚢中，気管支交通性虫嚢の比率は第5表

の通り，P.a.犬 No.4を除いて大体41%であった。しか

し，肺臓における虫体中，気管支と交通した虫嚢内の虫

数は33～49%であって，虫嚢の比率と差がみられるが，

乙れは虫憂内の虫数が種々てあるためである。

ii) P.o.感染猫，P.i.感染犬および P.w.感染犬，P.o.

猫，P.z".犬および P.w.犬は各症例がl例づってあり，

叉虫体の種類も追うので相互に比較を試みるにはや〉意

義が薄い。しかし，以下第 5表について E.P.D.の値と

肺臓における虫数との関係を：調べ，更に前述の P.o.犬

と比較するととによって種々な考察を試みた。

E.P.G.の値は表に示す通り，試食 me数の追いを考

慮しでも， 8例の聞にはかなり差がみられる。つぎに

E.P.D.の値は P.a.猫ては 64'717であるが，P.i.犬お

よび P.w.犬ては 8,410～8,550であった。なお，P.i".

犬および P.w.犬の両者の値は P.o.犬 No.Iを除くイ取

の3例の P.o.犬の約II 10である。

肺臓における虫数は第 5表の通り，P.o.猫39,P.i.犬

2, P.w.犬 6である。 虫体 1隻当りの E.P.D.の値は

P.o.猫ては 1,659,P.i.犬ば 4,205,P.w.犬は1,425て

あり， P.i.犬 No.1ては的の2例に比し著しく値が高く，

とれを更に P.o.犬と 比較しでも P.o.犬 No.1を：除く

他の 3例に比し著しく高い。つぎに肺臓における虫数の

中，気管支交通性虫嚢内の 虫数は，P.i.犬 No.I及び

P.w.犬 No.1の両者は夫々 2てあり ，P.o.猫ては14で

ある。乙の虫体 1隻当りの E.P.D.の値は第 5表の通り，

P.o.猫，P.z".犬及び P.w.犬において 4,205～4,622

であって大体よく似ており，とれを更に P.o.犬と比較

第5表肺臓における虫嚢 ・虫数と糞便内排卵数との関係

試食 虫嚢数
動 物

c数計気管支 が
交通性 ／ 

P.a. 犬 No.1 100 48 20 41. 7 

P.o. 犬 No.2 100 40 16 40.0 

P.o. 犬 No.3 50 24 10 41.7 

P.o. 犬 No.4 100 30 10 33.3 

P.a. 猫 No.1 125 20 8 40.0 

P.i. 犬 No.1 12 1 1 100.0 

P.w.犬 No.1 27 5 1 20. 0 

虫体数
感染率

E.P.G. E. P. D. 

呈 L 気管支 n/ 

副交通性用 （%） 平均 平均
検出虫体気管支交通性
1隻当 り 虫体1隻当 り

92 36 39.1 92 

64 21 32.8 64 

41 20 48.7 82 

62 21 33.8 62 

39 14 35.8 31 

2 2 100.0 17 

6 2 33.3 22 

( 62 ) 

4,118 449,754 4,889 

934 80' 720 1 ' 507 

956 84. 925 2. 071 

659 90. 420 1 . 507 

1 '025 64' 717 1, 659 

154 8,410 4,209 

81 8. 550 1 • 425 

12,493 

3,843 

4,241 

4,306 

4,622 

4,205 

4,275 
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しでも，P.o.犬 No.1を：除く他の 3例の P.o.犬とか

なりよ〈一致している。

しかしながら，以上の値の比較は個々の虫体が同じ排

卵数を示すものと仮定したものであり，しかも実際には

組織内沈着卵もあるので，数値の正確さを期し得ない。

しかし一応，肺臓における虫体 1隻当りの E.P.D.の｛直

は各例聞にかなりの差がみられるが，肺臓における気管

支交通性虫嚢内の虫体1隻当りの値に換算すると，その

値は P.o. 犬 No. 1 を除~ 6例において大差がみられな

くなる。しかもこの 6例の中，P.i.犬 No.1は肺の虫嚢

が1コであり，排卵はその含む 2隻の虫体によるζ とが

推定されるので，「虫体 1隻当りの E.P.D.」としての意

義は大きい。しかし，と ζて排卵数は何れの種類の肺吸

虫ても同ーかどうかが問題である。この点については，

更に多くの実験を重ね，特に軽感染の P.o.犬と濃感染

の P.i.犬及び P.w.犬についての検討を試みる必要が

ある。しかしながら第 1図及び第2図に示した排卵数の

消長からみると，その産卵傾向は大体同じであり，従っ

て，排卵開始後少〈共1カ月聞は何れの肺吸虫ても排卵

数には大差がないものと思はれる。

なお，今回の実験ては，感染動物の剖検は糞便検査終

了後た立ちに行っていなし、。しかし虫嚢の状況，虫嚢内

虫数などから見ると，糞便検査終了と剖検までの日時内

における虫体の移動はあまりないようである。

論議

( 1) me感染率と糞便内への排卵開始日数

me感染率とは，実験動物に投与した me数に対する

寄生虫数の百分率をいう。 今回の実験では，動物の me

感染率は P.o.犬の 4頭ては63～97%c平均77%）の高

率であり，同じく猫ては31%で、あった。犬における 4回

の中，l頭は試食 me数が他の 3例（me100）の l/2に
もか〉わらず，その感染率は高率てあり，試食 me数が

50コ程度にても， 100コ程度（こでも，その聞に殆んど差

がみられなかった。 つぎに P.w.犬と PJ.犬の me感

染率は前者が 30%，後者が17%であった。しかし試食

me数が少いため，前記 P.o.犬と十分な比較を行う ζ

とが出来ない。とれらの点については更に検討の余地が

ある。

me試食後，糞便内に初めて卵が認められるまでの日

数は，P.o.犬ては 35～38日目，同じく猫ては 41呂田で

あって，猫ては犬に比して数日の遅延が認められた。と

れは宮崎 (1940）の実験による P.o.犬37, 38日目，同

猫41日自の成績と殆んど一致している。

( 63 ) 
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つぎに，P.ι犬ては39日自に初めて糞便内に卵が認め

られたが，ζ れは P.o.犬と大体一致している。一方， P.w.

犬ては63日目であり ，P.o.犬，同猫および P.i.犬と比べ

て 3～4週間遅い。償川［ c宗〉 (1955）は猫 （P.w.） に

ついての実験を行い，70目前後であったと報告している。

( 2) E.P.G.及び E.P.D.の消長

肺吸虫は鈎虫 ・姻虫のような腸管内寄生虫とは異な

り，普通肺臓の虫嚢内に寄生し，虫体が産み出した卵は

一応虫嚢内にと三まるものと思はれる。そうして，先ず

考えらるととは，虫卵が容易に体外へ排出されるのは気

管支拡張性の虫嚢，あるいは気管支梢との交通のよい軟

化嚢性の虫嚢である。獣畜は人類と異なり，曙疲を曙出

することなく蝶下し，従って卵は糞便と共に体外に排出

されるのが普通である。即！：＞そのルートは「虫嚢→気管

支→気管→喉頭 ・咽頭→食道→胃→腸→糞と共に排出」

というよ うなととになる。かように気管支と交通 した虫

嚢内の卵が，糞便に排出されるまての機構はとれを人肺

吸虫症に比べると甚だ複雑である。

本論に述べたように，排卵には略一定した週期性がみ

られたが，cれと関述して注目すべきことは， ( 1) E. 

P.G.と E.P.D.の値は，寄生虫数の多少にか込わらず排

卵開始 3週間後に至って増加し，特に濃感染（以下 P.o.

感染動物を意味す〉したものではそれが顕著である。そ

して，それ以後増減の激しい略一定した週期性を示すこ

と， (2）値の消長からみて，当然値が増加すべき時に

増加がみられない場合，その後に値の著しい増加がある

とと， (3）濃感染ては E.P.G.が E.P.D.よりも，軽

感染〈以下 P.え及び P.w.犬を意味す〉ては E.P.D.

が E.P.G.よりも，夫々週期性に規則正しい傾向がみら

れるζ となどであった。

かかる週期性がおこる理由を究明するととはなかなか

難しい。しかし，以下得られた実験成績に基き，本問題

についての考察を試みたい。週期性に影響を及ぼす因子

として，先づ虫体の排卵に週期性の有無が考えられる。

しかし虫体の排卵に週期性があるか否かを確認すると と

はなかなか難しい。それには E.P.G.,E.P.D.の山と谷

における虫の子宮内卵の多少，それと関述づけて虫嚢内

卵の量的関係などを検討する必要がある。

つぎに週期性に影響を及ぼす重要な因子として，虫嚢

内に蓄積された卵の排出される機序が問題となる。と 〉

において，との機序の問題を考えるに，卵，虫体，虫体

の新陳代謝産物などの刺戟による気管支粘膜の炎症及び
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腫脹，それによる気管支の狭窄，更にそれによって肺実

質に惹起される諸変化は咳噺反射を招来し，遂に虫嚢よ

りの排卵が行はれるものと考えられる。結局，糞便内卵

数に増減があり，それに週期性がみられるのは－＿§.虫嚢

内に蓄積した卵が週期的に排出されるととによるもので

あろうととは想察し得」るととろである。しかし，虫嚢内

蓄卵の排出に週期性の有無を確かめるためには， E.P.G.

あるいは E.P.D.の消長の山頂，谷あるいは中腹における

それらの値と，剖検による虫嚢内の蓄卵状況とを比較せ

ねばならない。とれらの証明は後日改めて行いたいと思

っている。叉，上述した通り濃感染ては，E.P.G.がE.P.

D.よりも，軽感染ては E.P.G.がE.P.D.よりも，夫ノセ週

期性において規則正しい傾向がみられた。しかし，前者

は P.o.を用いての結果であり，後者は P.w.とP.i.とを

用いての結果であるから各種肺吸虫につき，更に観察

を重ねる必要がある。しかしか〉る傾向のみられる一つ

の理由は，恐らく虫嚢から排出される卵数の多少による

ものて、あらう。即ち軽感染ては卵数が少いため，E.P.G.

の値が糞便の量，性状などの影響を受けやすく ，従ってと

の場合は E.P.D.の値の方が実際問題として意義ある結

果となる。 一方，濃感染ては卵数が多いので，E.P.G.

の値は，仮令糞便の量，性状などによって影響を受けて

も，その影響の程度が軽感染の場合に比べると比較的軽

いものと推察される。しかしながら，何故に E.P.G.の

値が E.P.D.の値よりも週期性において一層規則正しい

傾向を示すかというととはむづかしい問題であり，更に

検索を重ねる必要がある。なお， E.P.G.および E.P.D.

の値は排卵開始 3週間後に著しく増加したが，とれは寄

生虫数の多少にか〉わらずみられた現象であって，おそ

らぐ虫体の排卵数の増加に起因するものと思はれる。そ

うして濃感染例ては値の増加が著しかったが，乙れも恐

らく咳撤反射，虫嚢内への卵の蓄積などのととが関係し

ているものと想察される。

く3) 卵数により感染虫数が推定出来るか否かの問題

観察成績に従えば，肺吸虫感染動物の糞便内に認めら

れる卵数は，気管支交通性虫嚢と密接な関連があり，殊

にそれが虫嚢の虫数によって左右されるととが明かとな

った。

しかし実際には，他に気管支即ち糞便内に卵を余り排

出しないと認めるべき非気管支交通性虫嚢内に介在する

虫体〈虫数〉がある。

故に E.P.D.の値によって，気管支交通性虫嚢内の虫

数の概略は推定出来ても，それにより肺臓全体の虫数を

〔寄生虫学雑誌、 ・第 7巻 ・第 5号

推定するととは困難てある。

一方，思うに気管支交通性虫嚢内の虫数も個体により

排卵機能が各同様であるか否かという疑問もある。叉，

虫令による排卵数の相違ということも考えられる。それ

故，実際には E.P.D.の値によって気管支交通性虫嚢内

の虫体にでもその正確な数を推定するととは困難である

と思われる。しかし排卵数は 3,4～ 4,5自の略一定し

た週期性をもって瑞減を示すので，とのことを考慮に入

れて一定期間〈少くとも10日間〉の検索を行い，その平

均値を求めれば，感染程度の比較的正しい推定が出来る

可能性があると思う。

総括

結局，本実験はとの種の研究の最初の試みであって，

材料と方法に未だ不備なととろがあるが，今回得られた

成績の概要を一括して述べると次の通りである。

( 1) E.P.G.および E.P.D.の値は3,4～ 4,5日の

週期をもって増減する。

(2) 排卵の週期性は軽感染 （P.w.,P.i.）てはE.P.D.

がE.P.G.よりも，濃感染 （P.o.） では E.P.G.がE.P.D.

よりも，夫々規則正しい傾向を示す。

( 3) E.P.G.及び E.P.D.の値は，排卵開始 3週間

後に目立って増加し，特にそれが P.o.を濃感染させた

動物において著しい傾向がみられる。

(4) 肺吸虫感染動物における肺臓の虫嚢は， 5例の

P.o.感染動物において右肺に著しく多く ，その比率は全

虫嚢の約80%に達した。

(5) 肉眼的にみて，虫嚢には大体気管支交通性のも

のと，非交通性のものとがあり ，P.o.感染動物ては 1例

を除いて前者の比率が全体の40～42%を示した。一方，

P.i.犬および P.w.犬ては肺の虫嚢数が少し前記 P.o.

感染動物と比較出来ないが，その比率は P.ι犬 50～

100 %, P.w.犬20%であり各例聞に大差が見られた。

く6) 肺吸虫感染動物の糞便内に認められる卵数は気

管支交通性虫嚢内の虫数の多寡に左右されるもののよう

である。

(7) 虫嚢内の虫数は 1曇内2虫が最も多く，ついて

1虫，3虫， 0虫， 4虫のj顕であった。

(8) me試食後糞便内に初めて卵が認められた日数

は，P.o.犬ては 35～38日目，同猫41日目， P.え犬 39日

目，P.w.犬 63日自であって，その日数は従来における

知見と殆んど同じであった。

( 9) me感染率は P.o.犬ては63～97%c平均77%)

( 64 ) 
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同猫31%,PJ.犬 17%, P.w.犬30%なる結果が得られ

た。

結論

以上の所見から大体つぎのようなことがいえる。

(1) 肺吸虫感染動物において，糞便の E.P.G.及び

KP.D.の値は 3,4～ 4,5日の略一定した週期性をもっ

て相当に激しく増減する。

(2) 故に感染動物の排卵数の多寡の真相を知らんが

，ためには少くとも， 10日間の連続検便が必要である。

(3) 糞便内に排出される卵は，その多くが気管支交

通性虫嚢内の虫体に由来するものと思はれる。故に，卵

数によりたとえ気管支交通性虫嚢内の虫数の概略は推知

出来ても，肺臓全体における虫体の感染程度を推定する

ととは困難である。

終りに臨み，御指導と校聞の、労を賜った一色於菟四郎

教授，種々御教示に与った野田亮二助教授，御援助下さ

，った亀崎孝次郎氏に謹んで感謝の意を捧げる．
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Summary 

The present experiments have been designed 

primarily to investigate E.P.G. and E.P.D. produced 

by experimentally infected dogs and cats with meta-

cercariae of the lung-flukes, Paragonimus ohirai. 

Metacercariae of a given number were administered 

orally to eight dogs and cats and daily egg produc-

tion in feces were counted quantitatively. Results 

obtained were as follows : 

1) A marked increase in number of eggs found 

in feces at the third week after they initially ap-

peared in feces, was followed by the deviation in 

their numbers with a nearly constant periodicity 

for 4 to 5 days. 

2) Successive fecal examinations for at least 10 

days were required for the studies on the egg 

production of the flukes because of large deviation 

in E.P.G. and E.P.D. values. 

3) Of all worm bladder presenting in both right 

and left lungs of the hosts, dogs and cats, 80 % 
was found in the right. 

4) Number of eggs found in f配 eswere dependent 

on that of worms in the bladder which were opening 

to the tracheal lumen of the hosts. It is likely to 

di伍cultlycaluculate the total number of worms oc・

curring in lungs of hosts from the counting eggs in 

fee回．




